
《年度重点事業》

概要

①ＤＭＯ推進

①-1 人件費（管理者） 0

①-2 運営経費(事務所、電気、通信、印刷機リース等) 1,150,000

①-3 メニュー開発事業企画(内部企画+委託企画) 950,000
・赤城山ツーリズムポスター等制作　550,000円
・赤城温泉郷ホタルプラン　50,000円
・赤城山フォトコンテスト、Tシャツデザインコンテスト　350,000円

①-4 協議会運営費(総会・企画会議、送料、手数料) 150,000

①-5 赤城山環境ガイドボランティア事業 200,000
・直通バス赤城山ガイド謝金50人*2,000円　100,000円
・赤城山検定・実践編チラシ、赤城山検定テキスト　100,000円

①-6 観光情報紙（AKAGIFT）継続発行　2回/年 3,000,000 ・AKAGIFT制作　2回/年　3,000,000円
　桐生市負担
1,000,000円

①-7 外部研修 50,000 5,500,000

小計 5,500,000

②プロモーション

　サイト運営管理 ②-1 プロモーションサイト運営スタッフ委託 3,500,000 ・スタッフ業務委託費　3,500,000

②-2 プロモーションサイト保守・管理・通信 960,000
・赤城山プロモーションサイト保守・修正（朝日印刷）　441,600
・赤城tripサーバー保守管理（キムテック）　518,400

②-3 プロモーションサイト動画制作・管理 500,000 4,960,000 ・プロモーション用動画制作　500,000

小計 4,960,000

③インバウンド

　対策 ③-1 インバウンドプロモーションサイト管理 300,000 300,000 観光施設・事業者向け英会話セミナー

200,000 200,000 外国人受け入れガイド育成、ガイドコミュニティ作り

小計 500,000

④市場調査

④-1 赤城山ツーリズムマーケティング調査 300,000 300,000 サイクリストに向けたWeb・現地アンケート調査

小計 300,000

⑤モニター事業 　

(観光実証事業) ⑤-1 赤城山サイクルプロジェクト 1,000,000

赤城山サイクルツーリズム、ヘルスツーリズム 1,000,000 ・定期サイクリングツアー・レンタサイクル事業・サイクリングマップ作成

⑤-2 歴史資源活用プロジェクト 500,000

・桐生地区探訪ツアー 500,000
・桐生市新里、黒保根地区探訪ツアー
・彫刻師 関口文次郎の魅力を巡るツアー

桐生市負担
500,000円

⑤-3 エコツーリズムプロジェクト 1,200,000

・赤城山エコツアープロジェクト 500,000
・白樺牧場エコツアー（レンゲツツジ秘密の絶景編）商品広告宣伝費　200,000円
・赤城山エコツアー　300,000円

・赤城山スノーシュープロジェクト 200,000 ・赤城山スノーシュー商品広告宣伝費　200,000円　

・赤城黒保根水源の森エコツアー 500,000
・黒保根水源の森ツアー
・農村体験ツアー

桐生市負担
500,000円

⑤-4 赤城山体験プロジェクト 110,000

・ナイトアニマルウォッチング 110,000 ・ナイトアニマルウォッチングツアー

⑤-5 赤城山グッズ＆グルメ開発 650,000 650,000 ・アニメや写真など趣味やサブカルチャーとコラボした商品開発や広報宣伝

⑤-6 赤城山ツーリズムプロモーションプロジェクト 1,740,000

・ツーリズムEXPOジャパン 300,000 ・ツーリズムEXPOジャパン　準備品

・赤城山ツーリズムプロモーション 1,440,000
・ぐんま山フェスタ出展（パネル）60,000円、　電力中央研究所一般公開イベント
10,000円、ふれあいの森まつり10,000円、その他プロモーション60,000円
・赤城山ツーリズムエリア総合パンフレット　1,300,000円

⑤−７ 赤城サイクルオアシス 2,276,000

・サイクルオアシス備品購入費 1,000,000 ・サイクルスタンド、工具、空気入れ等

・赤城山サイクルオアシス宣伝費 150,000 ・ポスター等による赤城山サイクルオアシス宣伝費

・スタンプラリー事業費 1,026,000
・ソフトウエア開発費 650,000円
・運用費 300,000円

・事業管理費 100,000 ・サイクルオアシス事業管理費

小計 7,476,000

合計 18,736,000
前橋市 16,736,000円
桐生市  2,000,000円
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